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1.研 究 の 概 要

【研 究 の経 過 】

この報 告 は 、 昭 和53年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金(一 般 研 究A)に よ る 「現 代 の 漢 字 使 用 の 実 態 と意識 に 関 す る計

量 言 語 学 的 研 究 」 の 研 究 結 果 の 一 部 を ま と めた もの で あ る。

この 研 究 は、 昭 和51年 度 よ り3箇 年 の 継 続 研 究 と して 行 わ れ 、昭 和52年 度 ま で に実 質 的 な 作 業 の 大部 分 を 終 了 し、

本53年 度 は、 残 った 部 分 の 集 計 と全 体 の 整 理 に あて られ た 。 た だ し 、昭 和51年 度 の 研 究 内容 に つ い ては 、 『現 代 の

漢 字 使 用 の 実 態 と意 識 に関 す る計 量 言 語 学 的 研 究(中 間 報 告)』(1977.2)を 刊 行 し、 そ こに 報 告 した の で 、 こ こで

詳 し くは触 れ ない 。 こ こで 報 告 す る の は 、主 と して昭 和52年 度 の 研 究 結 果 に 関 す る もの で あ る。

【研 究 の 内 容 】

この研 究 は 、 下記 の1～ 皿 の三 部 門か らな る。 それ ぞ れ の 目的 ・内 容 は 、つ ぎの と お りで あ る。

1語 彙 調 査 デ ー タに よ る漢 字基 本 度 の研 究

国 立 国 語 研 究 所 の 、 雑誌 ・新 聞等 の 語彙 調 査 デ ー タ に よ って 、漢 字 使 用 の実 態 を 分 析 し、 各 漢 字 の ウ ェイ トの相 違 を

的 確 に 測定 し うる統 計 的尺 度 を 確 定す る と と もに 、 そ れ に 基づ い て 、 漢 字基 本度 の 段 階 づ けを 試 み る。

皿 漢 字 使 用 の 意 識 に つ い ての 研 究

社 会 人 ・学 生 を対 象 と して 、漢 字使 用 に つ い て の 意識 を 多 角 的 に 調 査 し、漢 字 の 使 い 分 け 、漢 字 とか な の 書 き分 け な

ど の意 識 を 分 析 す る こ とに よ って 、表 記 の 個 人 差 の生 ず る要 因 を 明 らか に す る。

皿 漢 字 か な ま じ り文 の 生 成 に 関 す る実 験 的 研 究

これ まで の調 査 結 果 に基 づ き 、漢 字 お よび文 字 連 続 に関 す る種 々の 情 報 を電子 計 算機 内 の フ ァイル に蓄 積 し 、 シ ミュ

レー シ ョ ン等 の方 法 に よ っ て 、現 代 語 表 記 の 成 立 条 件 を 明 らか に す る実 験 を 行 う。

51年 度 は 、上 記 の1に つ い て 、漢 字 使 用 の重 み を 測 定 す る尺 度 と して 、 「カ バ ー 率 」 とい う概 念 を設 定 し、 そ れ に

基 づ き 、現 代 雑誌 九十 種 の漢 字 調 査(国 立 国語 研 究 所 報 告22)の デ ー タ につ い て、 各 種 の計 算 を施 し、漢 字 の 重 み づ

けを 行 った 。 豆に つ い て は 、 東京 ・京 都 ・神 戸 ・北 九 州で 、社 会 人 ・学 生617人 を 対 象 に 、主 と して選 択 肢 法 に よ る、

漢 字 の使 い 分 け 意 識 の 調 査 を 実 施 した。 皿 に つ い て は 、高 校 社 会 科 教 科 書3種 の 漢 字 か な ま じ り文(約30万 字)を デ

ー タ と し て 、文 字 の 連 続 確 率 を 算 出 した 。 これ らに つ い て は 、上 記 の 中 間報 告 に 、 そ の 結果 を示 した。

52年 度 は 、 皿 につ い て 、東 京 ・仙 台 ・静 岡 ・岐 阜 で 、社 会 人 ・学 生441人 を 対 象 に 、主 と して記 入法 に よ る、 表

記 意 識 の調 査 を お こな っ た。 これ につ い て は 、 電 子 計 算機 で基 本集 計 を 行 い、分 析 を 施 した。 そ の結 果 、 つ ぎ の ことが

明 らか に な った。

① 表 記 の ゆれ は 、 個人 差 が 大 きい だ けで な く、 個 人 の 内部 に お い て も、文 脈 や 場 面 に よる差 が 存 在 す る。

② 複 数 の 漢 字表 記 が可 能 な語 で は 、そ の 表 記 の 際 に 迷 い が 生 じや す い。

③ 表 記 の 正 誤 ・可 否 を 決定 す る基 準 は 、個 人 に よ って 、 また 、 語 に よ って 、多 様 で あ る。

また 、52年 度 は 、 皿 に つ い て 、表 記 変 容 の シ ミ ュ レー シ ョ ンの 実験 を 行 った。 これ は、現 代 語 の 文章 表 記 の変 容 に

か か わ る と考 え られ る諸 条 件(語 種 ・品詞 ・頻 度 等)を 、電 子 計 算 機 内 の 辞書 に よ っ て コ ン トロー ル し、 それ に応 じた

各 種 の 漢 字 か な ま じ り文 を 出力 させ る もの で あ る。 これ に よ っ て、 漢 字 か な ま じ り文 の表 記 の レベ ル を 設定 す る ことが

可 能 に な り、 同時 に、 教 科 書 、 雑 誌 な どの文 章 の種 類 と表 記 の レベ ル の 関 係 が 明 らか に な った。

この 報 告 に は、52年 度 に行 った 研 究 に つ い て 、53年 度 に整 理 を 終 え た もの の うち 、表 記 意 識 の 調 査 の集 計 の一 部

と、表 記 変 容 の シ ミュ レ ー シ ョ ンの 実 験 例 を収 め る 。
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【研究 担 当 者 】

この研 究 に 参 加 した の は 、国 立 国 語 研 究 所 言 語 計 量 研 究 部 の全 員 で あ り、部 長 の 斎 賀秀 夫 が 全 体 を 統 括 した。 研 究 の

分 担 は 、 下記 の とお りで あ る。

1漢 字 基 本 度 の 研 究 ・…田中 章 夫(51年 度まで)

皿 漢 字使 用 の 意 識 の 研 究 ・…野 村 雅 昭(52年 度から)・ 佐 竹秀 雄 ・土 屋 信 一 ・中野 洋 ・鑑 岡 昭夫

皿 漢 字 か な ま じ り文 の 生 成 の 研 究 ・…斎 藤 秀 紀 ・田 中卓 史(52年 度から)・ 米 田正 人(51年 度まで)

この 報 告 の 作 成 に は 、野 村 雅 昭 ・佐 竹 秀 雄i・ 田中 卓史 が あ た った。

以 上 の ほか 、 京 都 府 立 大 学 の寿 岳 章 子 ・樺 島 忠夫 の両 教 授 、東 北大 学 の 加 藤 正信 助 教授 の協 力 を得 た 。 また 、調 査 の

実 施 に は 、宮 城 県 教 育庁 社 会 教 育 課 の郷 古康 郎 課 長 ・伊 勢 行雄 主 事 を は じめ 、 関係 各 方面 の お世 話 に な った。
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2.表 記 意 識 に関 す る調 査 の集 計

【調 査 の 目的 】

漢 字 とか な の 使 い 分 け、 お よ び、 同 じ語 に つ い て の異 な る漢 字 表 記 形 の使 い分 け に 関す る 意識 と実 態 を 調査 し、表 記

に お け る個 人 差 が 生 じ る要 因 を さ ぐる。

【調 査 の 時 期 】

1977年12月 ～1978年2月

【調査の対象 】

○静 岡県広報協会所属 の広報担 当者54名

・東北大学文 学部 ・学生78名

Q都 立赤 羽高等職業 訓練校 ・訓練生49名

Q宮 城県教員研修会参 加の教員58名

o仙 台市 立立町小学校PTAの 主婦55名

・宮城 県村田町成人教育講座 参加の 一般成人38名

○岐 阜市立且格小学校研 究発表会参 加の教員87名

Q大 蔵省印刷 局研修 会参加の公務員22名

合計441名(有 効調査票438枚 、記入 もれな どに よる無効調査票3枚)

調査対象 の年齢 と職種 の関係を示す と次の ようにな る。

広報担 当者 教 員 学 生 主 婦 一般公 務員 そ の 他 合 計

25才 以下 人 9 10 78 一 24 19 140

0 (6.4) (7.1) (55.8) (一 〉 (17.1) (13.6)

26^-30 人 24 19 1 i 3 14 62

0 (38.7) (30.6) (1.6) (1.6) (4.8) (22.6)

31～40 人 12 42 一 30 7 13 104

% (11.5) (40.4) 一) (ZS.$) (s.7) (12.5)

41^-50 人 5 62
一 17 8 10 102

%a (4.9) (so.$) 一) (1s.7) (7.$) (9.$)

51才 以 上 人 4 13 一 2 2 8 29

0 (13.8) (44.8) 一) (6.9) (6.9) (27.$)

不 明 人
一 一 一 一 一 1 1

% 一) 一) 一) 一 〉 一) (ioo.o>

合 計 人 54 146 79 50 44 65 438

【調 査 の方 法 】

集合 調 査 法 に よ る。

【調 査 票 】

22ペ ー ジの 後 に付 す6
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【集 計 の ね らい 】

集 計 は 、 各項 目の 単純 集 計 の ほ か に 、 次 の 観 点 か らの 集 計 も行 った 。

A.か な で 書 くか 、 漢 字 で 書 くか の使 い 分 けに つ い て

a.年 齢 、職種 に よ って どの よ うな 差 が あ るか 。

b.単 語 の 性質 に よ って どの よ うな 差 が あ るか 。

c.迷 い を 生 じる の は 、 どの よ うな 単 語 か 。

B.二 種 以 上 の 漢 字表 記 形 が あ る場 合 の使 い分 け に つ い て

d.表 記 す る際 に迷 い を生 じる の は 、 どの よ うな単 語か 。

e.使 い 分 け と年 齢 との 間 に 、 関連 性 は 認 め られ るか 。

f.使 い分 け と職 種 との 間 に 、 関連 性 は 認 め られ るか 。

C.表 記 に 関す る正 誤 意 識 に つ い て

g.ど の よ うな表 記 に対 して 、正 誤 意 識 に よ る反 応 が 現 れ るか 。 また 、正 誤 、適 不 適 の 理 由は 、 どの よ うな もの

か 。

【集 計 表 に つ い て 】

上 記 の 【集 計 の ね らい 】のa～9の 各 項 目に応 じて 整 理 した もの が 、以 下 の集 計表 の 表1～ 表7で あ る。 つ ま り、

表1aに 関 す るデ ー タ

表2bに 関 す るデ ー タ

表7gに 関 す るデ ー タ

とい う よ うに 対 応 させ て あ る。

また 、表8は 、年齢 、 性 別 、職 種 、 学 歴 お よび 、 問 題囚 、囮 に 関す る 単純 集 計 で あ る。

【グ ラ フに つ い て 】

図1、 図2は 、表1に お け るか な 書 きの比 率 を 、 それ ぞれ 年 齢 別 、職 種 別 に 図 示 した もの で あ る。

図3、 図4は 、 同様 に 、 表2に お け るか な 書 きの比 率 を 、語 種 別 、品 詞 別 に 図 示 した もの で あ る。

図5は 、問 題圖 、回 に含 まれ る単語 一 つ ず つ のか な 書 き比 率 が 、年 齢 に よ って どの よ うに 変 わ るか を 図示 した も ので

あ る。 大 き く三 つ に分 類 され る。す な わ ち 、年 齢 が あが る に つれ て 、か な書 き比 率 が 、

A.減 少 す る。

B.増 加 す る。

C.減 少 ・増 加 の どち ら と も言 え な い。

の 三 種 で あ る。

図5のA、B、Cは 、 それ ぞれ の代 表 的 な もの を あ げ てあ る。
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〔表1〕

か な で 書 い た か 、漢 字 で 書 い た か 、 の 比 率 に つ い て 、 問 題圖 、圃 の 全 調 査 対 象 語(97語)に お け る平 均 値 を 求 め 、

それ を年 齢 別 、 職 種 別 に示 した 。

人 数 かな書 き 漢字書き まぜ書 き 無 答

全 体 438
.,

, 61.2 2.2 o.s%

25才 以 下 140 35.5 62.0 2.1 0.4

年 26～30才 62 39.6 57.6 2.6 0.5

齢 31～40才 104 35.9 60.7 2.5 0.9

別 41～50才 102 34.6 62.6 2.0 0.8

51才 以 上 29 33.4 61.9 2.2 2.5

広 報 担 当 者 54 39.2 57.7 2.4 0.7

教 員 146 37.5 59.3 2.5 0.7

職
学 生 79 35.4 62.3 2.1 0.2

種
主 婦 50 31.4 66.1 1.8 o.7

別
一 般 公 務 員 44 31.2 66.3 2.0 0.5

そ の 他 65 35.9 ・11 2.1 2.0

〔表2〕

か なで 書 い た か 、 漢 字 で書 い た か 、 の 比 率 につ い て 、 問 題囮 、囹 の 全 調 査対 象 語(97語)に お け る平 均 値 を求 め、

それ を語 種 別 、 品 詞 別 に示 した 。

語 数 かな書 き 漢字書き まぜ書 き 無 答

語 漢 語 28 6.9% 90,4% 2.2% 0.5%

種
別 和 語 66 48.1 4&4 1.7 0.9

体 言 43 11.8 83.7 3.9 0.6

地 名 3 0.6 99.2 一 0.2

品 一 般 名 詞 37 11.1 83.8 4.5 0.6

代 名 詞 3 32.4 67.1 一 0.5

動 詞 15 38.1 58.3 3.0 0.6

詞

形 容 詞 7 45.6 53.7 一 o.7

補 助 動 詞 6 55.1 II, 一 0.9

別 副 詞 6 56.7 41.8 0.5 1.0

接 辞 16 67.0 31.5 一 1.5

そ の 他 3 97.1 2.4 一 0.5
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〔表3〕

問 題回 の全 調 査 対 象 語(40語)の 表 記 に おい て 、か な で書 くか 、漢 字 で書 くか を 、 どれ ぐ らい の 人が 迷 った か を

示 した 。 全 体 で10%以 上 の 人 が 迷 った もの を 多 い 順 に掲 げた 。 な お 、参 考 のた め に年 齢 別 ご との比 率 を も掲 げ た。

全 体 年 齢 別 の 比 率 移)

人 数 比 率 25以 下 26～30 31～40 41^-50 51以 上

カ ゼ 129人 29.5 32.1 37.1 .1'%
.,,

17.2%

ス テ キ 99 22.6 29.3 19.4 18.3 22.5 13.8

オ モ シ ロ イ 88 20.1 20.0 19.4 15.4 26.5 17.2

ミ ソ シ ル 83
..

26.4 17.7 15.4 15.7 10.3

ア カ リ 75 17.1 18.6 16.1 12.5 21.6 10.3

ナ オ ル 72 16.4 17.1 14.5 11.5 21.6 13.8

フ ン イ キ 72 16.4 12.1 17.7 17.3 20.6 17.2

ス バ ラ シ イ 65 14.8 :. 6.5 14.4 15.7 13.8

コ"ハ ン 64 14.6 21.4 17.7 10.6 7.8 13.8

モ ド ル 52 11.9 12.1 17.7 6.7 11.8 17.2

ア タ タ カ イ 50 11.4 12.1 17.7 9.6 8.8 10.3

ジ ュ ウ ブ ン 47 10.7 6.4 14.5 14.4 9.8 13.8

タ イ ヘ ン 47 10.7 14.3 14.5 6.7 7.8 10.3

サ ビ シ イ 45 10.3 7.1 14.5 6.7 16.7 6.9

ア ナ タ 45 10.3 7.9 11.3 10.6 13.7 6.9

〔表4〕

問 題回 の 全 調 査 対 象 語(40語)の 表 記 に お い て 、二 つ 以上 の 漢 字 表 記 形 が 思 い 浮 か ん で迷 った人 の比 率 を 示 した 。

全 体 で5%以 」二の 人 が 迷 った もの を 多 い 順 に 掲 げ た。 な お 、参 考 の た めに 年 齢 別 ご との 比 率 を も掲 げ た。

全 体 年 齢 別 の 比 率(%)

人 数 比 率 25以" 26～30 31^-40 41^50 51以 上

ジ ュ ウ ブ ン 134人 30.6% 32.9 35.5 31.7% 27.5°d
.,

,

(銀 座 の)マ チ 110 25.1 29.3 32.3 23.1 :. 20.7

(海 辺 の)マ チ 91 1: 25.7 27.4 16.3 15.7 17.2

ア カ リ 85 19.4 21.4 27.4 17.3 14.7 17.2

サ ビ シ イ 63 14.4 22.9 11.3 7.7 12.7 10.3

ア ウ 45 10.3 12.1 6.5 9.6 1: 10.3

ア タ タ カ イ 42 9.6 12.9 14.5 7.7 3.9 10.3

ナ オ ル 39 8.9 12.9 12.9 7.7 2.9 6.9

カ ラ ダ 31 7.1 5.7 8.1 9.6 7.8 一
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〔表5〕

問 題區]、[〔】に含 まれ てい る 、次 の 二 組 の表 現

・{;嬬 侶 ス胃 ヅカイ)

・{1皐;奪B;享

の 「ア タ タ カ イ」 「マ チ」 の それ ぞ れ に ど の よ うな表 記 形 を あ て て い るか によって分類 し、それ と年齢別 の比率 を示 した。

オ コ コ ロ ヅ カ イ ゴ ハ ン 全 体 25以 下 26^-30 31^40 41^50 51以 上

温 温 49人11.2% 10.0% ., 10.6% .,

17.2h

温 暖 204.6 2.9 8.1 5.8 3.9 3.4

暖 温 235.3 4.3 9.7 4.8 3.9 6.9

暖 暖 14633.3 40。0 19.4 25.0 44.1 24.1

あ た た か あ た た か 7316.7 15.0 24.2 22.1 1: 10.3

あ た た か 温 31'7.1 6.4 12.9 8.7 3.9 3.4

あ た た か 暖 4811.0 9.3 6.5 12.5 13.7 13.8

暖 あ た た か 276.2 7.9 3.2 7.7 3.9 6.9

そ の 他 214.6 4.2 6.3 2.8 4.0 14.0

ウ ミ ベ ギ ン ザ 全 体 25以 下 26～30 31^-40 41^50 51以 上

町 町 177人40.4% 29.3 51.7% 47.1% 41.2% 44.8%

町 街 21148.2 62.9 33.9 39:4 48.0 37.9

街 街 61.4 1.4 一 1.9 2.0 一

街 町 255.7 5.7 11.3 5.8 2.0 6.9

そ の 他 194.3 0.7 3.1 5.8 6.8 10.4

〔表6〕

問 題 圖 、囹 に含 まれ てい る 、次 の二 組 の表 現

・{綴 蝋 ξ甥 ヅカイ)

・{1皐 鐘B;;

の 「ア タ タ カ」 「マ チ」 のそれ ぞれ に どのよ うな表記形を あててい るかに よ って 分 類 し、 それ と職 種 別 の 比 率 を 示 した 。

オ コ コ ロ ヅ カ イ ゴ ハ ン 全 体 広報担当者 教 員 学 生 主 婦 一般公務員 そ の 他

温 温 49人11.2% 14,8% 11.6h ・, 6,0% 20.5 10.8%

温 暖 204.6 5.6 4.1 2.5 8.0 2.3 6.2

暖 温 235.3 7.4 5.5 5.1 2.0 9.1 3.1

暖 暖 14633.3 24.1 30.8 49.4 34.0 20.5 35.4

あ た た か あ た た か 7316.7 16.7 19.2 13.9 20.0 15.9 12.3

あ た た か 温 317.1 3.7 5.5 3.8 4.0 13.6 15.4

あ た た か 暖 4811.0 14.8 9.6 10.1 20.0 9.1 6.2

暖 あ た た か 276.2 9.3 6.8 6.3 4.0 2.3 6.2

そ の 他 214.6 3.6 6.9 2.6 2.0 6.7 4.4

ウ ミ ベ ギ ン ザ 全 体 広報担当者 教 員 学 生 主 婦 一般公務員 そ の 他

町 町 177人1,1% 29.6% 50.7 20.3 50.Oh 27.3% 52.3

町 街 21148.2 44.4 42.5 70.9 38.0 65.9 32.3

街 町 61.4 1.9 0.7 2.5 2.0 一 1.5

街 街 255.7 11.1 2.1 6.3 4.0 6.8 9.2

そ の 他 194.3 13.0 4.0 一 6.0 一 4.7
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〔表7〕

問 題国 に おい て 、 訂 正 の反 応 が示 され た もの を 示 した 。 表 は反 応 者 の 人 数 が20%以 上 の もの を 多 い 順 に 掲 げた 。

なお 、 この表 に続 く次 の項 目の 反応 者数 は42名(9.6%)で あ る。

原表記

反応者数 主な訂正表記 理由の反応者数 理 由の反応項 目(◎20%以 上 、05%以 上)

O内 は% O内 は 人 数 誤 り 不 適 当 1 2 3 4 5 6 7 A B c D E F G H

表 れ
352

(80.4)

現 れ(265)

あ らわれ(43)
250 62 O 0

旺 日
348

(79.5)
曜 日(345) 143 165 0 0 0 0 0 c 0 0

雲でい
291

(66.4)

雲 泥(221)

う ん で い(45)
54 207 0 0 0 0 0

午 后
285

(65.1)
午 後(284) 100 143 ○ 0 0 O 0 0

訪 門
259

(59.1)
訪 問(258) 236 3 ◎

先 ず
233

(53.2)
ま ず(230) 75 138 0 O 0

才 一
226

(51.6)

第 一(203)

だ い い ち(23)
93 118 0 0 O

云 う
211

(48.2)

言 う(178)

い う(33)
82 104 0 0 0

超 え る
210

(47.9)
越 え る(184) 128 48 0

あそび
209

(47.7)
遊 び(205) 12 171 O O 0 0

迄
171

(39.0)
ま で(169) 68 87 0 0 0

応 待
126

(28.8)
応 対(124) 95 11 O

位
120

(27.4)
く ら い(120) 37 75 0 0

下 りる
114

(26.0)

降 り る(70)

お り る(40)
53 46 O

跳 ぶ
107

(24.4)
飛 ぶ(80) 37 55 O 0

眼
100

(22.8)
目(98) 26 65 0 0
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〔 表8〕

年 齢 、 性 別 、 職 種 、 学 歴 、 お よ び 、 問 題 囚 、C]に つ い て の 単 純 集 計 の 結 果 を 示 す 。

20以 下21～2526～3031～4041～5051以 上 不 明

年 齢(人)3110962104102291

(%)7.124.914.223.723.36.60.2

男 女

性 別(人)232206

(%)53.047.0

広 報 担 当 者 教 員 学 生 主 婦 一 般 公 務 員 そ の 他

職 種(人)5414679504465

(%)12.333.318.011.410.014.8

小 学 校 卒 中 学 校 卒 高 校 卒 大 学 卒 そ の 他

学 歴3131452698

0.73.033.161.41.8

問 題 囚

1.手 紙 ・は が き の01～34.56～ 無 答

枚 数(人)18619430262

(%)42.544.36.85.90.5

2.筆 記 具 毛 筆 万 年 筆 サ イ ンペ ン ボ ール ペ ン 鉛 筆 二 種 以 上 そ の 他

(封 書)(人)6209757114810

(%)1.447.71.613.00.233.82.3

2/筆 記 具 毛 筆 万 年 筆 サ イ ンペ ン ボ ール ペ ン 鉛 筆 二 種 以 上 そ の 他

(は が き)(人)3184777-15413

(%)0.742.01.617.6-35.23.0

3.縦 書 き ・横 書 き 縦 書 き 横 書 き 両 方 無 答

(封 書)(人)26674907

(%)60.716.920.51.6

3.ノ 縦 書 き ・横 書 き 縦 書 き 横 書 き 両 方 無 答

(は が き)(人)323336912

(%)73.77.515.82.7

4「 御 中 」 の 印 刷 よ い な ん と も や む を え ぬ 不 愉 快 わ か ら な い 無 答

に つ い て(人)1201657849224

(%)27.437.717.811.25.00.9
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5.「 御 芳 名 」 な ど 必 ず 消 す 決 め て い な い 消 さ な い わ か らな い 無 答

の 「御 ・芳 」 消(人)22672120182

す か(%)51.616.427.44.10 .5

6.新 聞 を 読 む 時 間 読 ま な い10分 以 内20分 以 内30分 以 内30分 以 上 無 答

(人)1158961371342

(%)2.513.221.931.330.60.5

7.一 カ 月 間 に 読 ん0冊1冊2、3冊4冊 以 上 無 答

だ 本(人)64113166941

(%)14.625.837.921.50.2

8.辞 書 、 字 典 を 使 め っ た に だ ま に し ば し ば よ く 無 答

うか(人)15159151113_

(%)3.436.334.525.8一

問 題 圈

1.起 首 拝 啓 拝 呈 謹 啓 無 答

(人)30731217

(%)70.10.727.61.6

2.サ ワ ヤ カ ナ さ わ や か な 爽 や か な 無 答

(人)3091245

(%)70.528.31.1

3.ミ ナ サ マ み な さ ま 皆 さ ま 皆 様 無 答

(人)381272721

(%)8.729.062.10.2

4.マ ス マ ス ま す ま す 益 々 無 答

(人)1612752

(%)36.862.80.5

5.ゴ(健 勝)ご 御 無 答

(人)1762602

(%)40.259.40.5

6.コ ト こ と 事 無 答

(人)2641722

(%)60.339.30.5

7.サ テ さ て 扨 偖 無 答

(人)416193-

(%)95.04.30.7一
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8,ワ タ ク シ わ た く し 私 私 無 答

(人)612691053

(%)13.961.424.00.7

9.コ ノ タ ビ こ の た び こ の 度 此 度 無 答

(人)96287541

(%)21.965.512.30.2

10。(転 居)イ タ シ い た し 致 し 無 答

(人)1123251

(%)25.674.20.2

11.(こ れ)ま で ま で ヤ 迄 無 答

(人)3021351

(%)68.930.80.2

12,コ(コ ウ ギ)ご 御 無 答

(人)18224412

(%)41.655.72.7

コ

13.が ウ ギ こ う ぎ 厚 誼 好 誼 交 誼 高 誼 無 答

(人)152932579.1016

(%)3.466.95.718.02.33.7

14.(す る と)ト モ ニ と も 共 無 答

(人)238200-

(%)54.345.7-

15.(今 後)ト モ と も 共 無 答

(人)2871483

(%)65.533.80.7

16.ヨ ロ シ ク よ ろ し く 宜 し く 無 答

(人)2172192

(%)49.550.00.5

17.ゴ(指 導)ご 御 無 答

(人)167271-

(o)38.161.9-

18.ゴ(ベ ン タ ツ)ご 御 無 答

(人)1532823

(%)34.964.40.7
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19.ベ ン タ ツ ベ ん た つ 鞭 撻 無 答

(人)3832476

(%)8.774.017.4

20.タ マ ワ リ た ま わ り 賜 り 無 答

(人)68370-

(%)15.584.5-

21,オ(ネ ガ イ)お 御 無 答

(人)309129-

(%)70.529.5-

22,ネ ガ イ ね が い 願 い 無 答

(人)735477

(%)1.680.817.6

23.モ ウ シ ア ゲ も う し あ げ 申 し上 げ 無 答

(人)3435-

(%)0.799.3-

24.ミ ギ み ぎ 右 無 答

(人)164211

(%)3.796.10.2

25.(略 儀)ナ ガ ラ な が ら 乍 ら 無 答

(人)3021351

(%)68.930.80.2

26.(書 中 を)モ ッ テ も っ て 以 て 無 答

(人)210228-

(�)47.952.1-

27.ゴ(ア イ サ ツ)ご 御 無 答

(人)1832505

(%)41.857.11.1

28.ア イ サ ツ あ い さ つ 挨 拶 無 答

(人)3637329

(%)8.285.26.6

29.モ ウ シ ア ゲ も う し あ げ 申 し上 げ 無 答

(人)5433-

(%)1.198.9-

30.留 書 敬 具 頓 首 謹 言 無 答

(人)36933729

(%)84.20.78.46.6
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〔図1〕 年齢 別 か な書 き比 率 〔図2〕 職種別かな書 き比率

〔図3〕 語 種 とか な 書 き比 率 〔図4〕 品 詞 とか な書 き比 率
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〔図5〕 か な書 き比率の年齢別変化
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3.表 記 変 容 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 実 験 例

【実験 の 目的 】

この 実 験 の 目的 は 、現 代 語 の 文 章 を表 記 す る際 に 、 ど の よ うな条 件 が 働 い て い るか とい う こと を 明 らか にす る こ とに

あ る。 と りわ け 、 標 準的 な 表 記 様 式 で あ る漢 字 か な ま じ り文 に おい て 、 漢字 とか な が ど の よ うな 意識 の もと に書 き分 け

られ てい る のか 、 また 、 どの よ うに書 き分 け る のが 効 果 的 か とい う こ とを 明 らか に す る必 要 が あ る。 そ の た め に は 、実

際 に 表 記 主 体 が ど の よ うな 意 識 を も っ て ど の よ うな文 章 を 書 い て い るか とい う こ との調 査 を進 め る と と もに 、電 子計 算

機 を 用 い て 、あ らか じめ 書 き分 けに 関 係 が あ る と予 想 さ れ る条 件 を設 定 して 、模 擬 的 に 各種 の タ イ プの 漢 字 か な ま じ り

交 を生 成 す る こ とが 効 果 的 で あ る と考 え、 実 験 を試 み た。

【シス テム の概 要 】

この シ ステ ム で は 、 あ らか じ め入 力 した 文 章 につ い て 、 下 記 の4種 の 条 件 を 指 定 し て、任 意 の 漢字 か なま じ り文 を 出

力 す る こ とが で きる。 この うち 、(1)と(2)は 漢 字 に 関す る も ので あ り、(3)と(4)は 単 語 の 属 性 に 関す る もの で あ る。

(1)漢 字 の 字種(当 用 漢 字 ・学 習漢 字 の 別 な ど)

(2)漢 字 の 出 現頻 度(ま え も って 計 算 ず み の デ ー タに よ る使 用 率 の ラ ンク)

(3)語 種(和 語 ・漢 語 ・外 来 語 な どの 別)

(4)品 詞(名 詞 ・動詞 ・形 容詞 ・副詞 な どの 別)

これ らの 条 件 は 、7組 まで 同 時 に 指 定 で き る。1組 に は 、2箇 の 条 件 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る。7組 の うち 、 ひ と

つ は 、最 も漢 字 の 多 い 表 記 で 、 も うひ とつ は 、か なだ けの 表 記 で あ るか ら、実 際 に 指 定 で き るの は 、5組 で あ る。 そ れ

に よ って 、 同 一 の文 章 に 対 して 、7段 階 の 表 記 の レベ ル を 設 定 す る こ とが で き る。

この シ ス テ ムは 、2種 類 の モ ー ドで 作 動 す る。 ひ とつ は 、各 条 件 とは 無 関係 に 、指 定 され た 条 件 に つ い ての み 書 き分

け を 行 う もので あ る。 も う ひ とつ は、 段 階 的 に漢 字 表 記 の 条 件 を 増 加 す る モ ー ドで あ る。

この シス テ ムは 、 将 来 は 、か な→ 漢 字 変 換 シ ステ ム と同様 の論 理 で 、 か なだ け で入 力 され た原 文 を任 意 の 漢 字 か な ま

じ り文 に直 して 出 力す る こ とを 目的 と して い る。 た だ し、 現 段 階 で は 、 まだそ こ まで に 至 ってい な い の で 、入 力 され た

漢 字 か な ま じ り文 を 、最 も多 くの漢 字 を使 っ て表 記 した文 と 想定 し、漢 字 につ い て は 、 漢字 情 報 フ ァイ ル と照 合 して 、

変 換 して い く方 法 を と ってい る 。 したが っ て 入 力 され た原 文 に 、読 みが な がつ い てい る こ とが 条 件 とな る。

ま た 、 語種 や 品詞 に つ い て の 指定 も、辞 書 フ ァイ ルが 完 成 して い な い の で 、 入力 デ ー タ に つ け られ た 、語 種 情 報 や 品

詞 情報 を手が か りに し て、 作 動 して い る段 階 で あ る。

【実 験 例 の解 説 】

以下 の例 の うち 、<例1>〈 例2>は 、 言 語 計 量 研 究 部 で 現 在研 究 を 進 め てい る 「高校 教科 書 の 用 語用 字 調 査 」 の デ

ー タ の う ち 、 「日本 史」 の教 科 書 の文 章 を 入 力原 文 と した もの で あ る。 また 、 〈 例3><例4><例5>は 、 同研 究 部

で行 っ て い る 「漱 石 ・鴎 外 の用 語 研 究 」 で作 成 した 森 鴎 外 『山椒 大 夫 』の索 引 の た め の 入 力原 文 で あ る。 それ ぞれ 、そ

の一 部 を実 験 例 と して示 した。

この うち 、<例1>〈 例2><例5>は 、段 階的 変 容 の例 で、 か な→ 原 文 の 順 に 、 前 段 階 で 指定 した条 件 を含 みつ つ 、

漢 字表 記が 増 加 して い く もの で あ る。 この うち 、<例2>の 使 用 率 に よ る も の は、 同研 究 部 で 行 った 「現代 新 聞 の 漢 字

調 査 」 に 出 現 した漢 字 の使 用頻 度 を も とに した もの で あ る。

〈例3><例4>は 、 指定 され た 条 件 に該 当す る もの のみ を漢 字 で表 記 した例 で あ る。 「和 語 」 「漢 語 」 、 「体 言 」

「用 言 」 等 の 範 囲 に つ い て は、 詳細 な規 定が あ る が 、 こ こで は 省略 す る。
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【実験例 】

〔例1〕 字種 による書 き分 け(段 階的変容)

〈か なの み〉

い っぽう,せ いふは じんこうのぞうか 〔こよ って くぶんて'んガふ そく したのて,722ね ん(よ うろ う6),ユ

00ま んぢ ようぶのガ いこんけいガ くをたて,さ らに723ね ん(よ うろう7),さ んぜ い っしんほ うを しこう

してか いこんを しようれ い した,こ れ はあた らしくガんガ いしせ つをっ くったもの はさんせいのあいだ,き ゆう

らいの しせっを しよう した ばあい には いっし ようのあいだ こんで んの しゆうをみ とめ るものてある.ぜ いふ はさ

らに743ね ん(て んぴ よう ユ5)こ んて んえいせい しざ いほうをは っぷ し,い って いげんどないてか いこん し

たとちはえいき ゆうkし ゆうをみ とめ ることによ っててんち のぞうガをはガ った.こ れはかい しんい らいのと右

こくゆうのげん そくを やぶる じゆう ような ガいガくて あ り,ぎ ぞくや じいんのだ いと右 しよゆうのう ごきを じよ

ち ようするけ っガ にな った.い ごき ぞく ・じいんな どは,ぼ うだ いな ろう どう りよくをっか って こんて んのガ い

はっやガいいれを おこな い,だ いきぼな とちけいえいをすすめて い つた.こ れガ の右 に しようえん とよ ばれ るも

ののお こりて ある,

〈学 習 漢字→ 漢 字 〉

一方,政 府は人□の増加によって口分田ガ不足したのて',722年(養 老6),100万 町歩の開こん計画を

たて,さ らに723年(養 老7),三 世一身法をし行 して開こんをしようれいした.こ れは新しくかんがいし設

をっくったものは三世の間,旧 来のし設を使用したばあいには一生の間こん田の私肩を認めるものてある.政 府

はさらに743年(天 平 ユ5)こ ん田永世私財法を発布し,一 定限度内て"開こんした土地は永久に私有を認める

ことによって田地の増加をはかった.こ れは改新以来の土地国有の原則を破る重要な改革てあり,貴 族や寺院の

大土地所肩の動きを助長する結果にな った.以 後貴族 ・寺院などは,ぽ う大な労働力を使 ってこん田の開発や買

入れをおこない,大 規模な土地経営をすすめていった.こ れガ後にしよう園と呼ばれるもののおこりてある.

〈当 用 漢 字 → 漢 字 〉

一方,政 府は人日の増加によって囗分田ガ不足したのて,722年(養 老6),ユ00万 町歩の開墾計画をた

て,さ らに723年(養 老7)r三 世一身法を施行して開墾を奨励した.こ れは新 しくガんガい施設をっくった

ものは三世の間,1日 来の施設を使用 したばあいには一生の間墾田の私肩を認めるものてある.政 府はさら菶74

3年(天 平 ユ5)墾 田永世私財法を発布し,一 定限度内て開墾 した土地は永久に私有を認めることによって田地

の増加をはかった.こ れは改新以来の土地国肩の原則を破る重要な改革て'あり,貴 族や寺院の大土地所有の動き

を助長する結果にな った.以 後貴族 ・寺院な どは,ほ う大な労働力を使 って墾田の開発や買入れをおこない,大

規模な土地経営をすすめていった.こ れガ後tz荘 園と呼ばれるもののおこりてある.

〈原 文 〉

一方
,政 府は人□の増加 によって囗分田ガ不足 したのて,722年(養 老6),ユ00万 町歩の開墾計画をた

て,さ らに723年(養 老7),三 世一身法を施行 して開墾を奨励した.こ れは新 しく灌漑施設をっくったもの

は三世の間,旧 来の施設を使用したばあいczは 一生の間墾田の私肩を認めるものて'ある.政 府はさらに743年

(天 平 ユ5)墾 田永世私財法を発布し,一 定限度内て'開墾した土地は永久に私肩を認めることによって田地の増

加をはガった.こ れは改新以来の±地国有の原則を破る重要な改革てあり,貴 族や寺院の大土地所肩の動きを助

長する結果にな った.以 後貴族 ・寺院などは,ぼ う大な労働力を使って墾田の開発や買入れをおこない,大 規模

な土地経営をすすめていった.こ れガ後に荘園と呼ばれるもののおこりてある.
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〔例2〕 使用率 によ る書 き分 け(段 階的変容)

〈か な の み 〉

しガ しか ま くら右 ゆう きいご,ば くふ のけ ん りよくガ しだい につよくな る と,じ とうのな ガにはば くふのけ ん

りよくをはいけい にしようえん りよう しゆへ のね んぐののう にゆうをおこた った り,お う りよう した りす るも の

が おおくな って,ほ んじよや りようけ とのあいだ にふんそうや そしようガたえなガ つた.し ガもほん じよや りよ

うけのおお くはき ようとやな らにいるのて,し ようえん にすむ じとうのふほう こう いを おさえきれす,じ とう と

のあいだに じとう うけのけいやくをむす んて し ゆうに ゆうのか くほをはかるものも あらわ れてきた.じ とううけ

は,り よう しゆガ じとうに しようえんのガ んりをいち にん し,ね んぐの しゆうのうを うけおわせるものて あるガ

,ば くふもすすんて このせい どのほこを はガ ったこともあ って,し ようえんのかん りけんは じとうのて にうっっ

てい つた.

〈上 位200字 → 漢 字 〉

しか しガ まく ら中 期以後,ば く府 のけんカ ガ しだ いに強 くな る と,地 とう のなか にはば く府のけん力を はいけ

い にしようえん りよう主 へ の年 ぐののう入をお こた った り,お う りよう した りす るものガ多 くな って,本 所や り

よう家 との間 にふんそうや そしようガたえなガ った.し ガ も本所 や りよう家 の多 くは京都 やな らにいる のて,し

ようえんにすむ地 とうの不法行 いをおさえきれず,地 とうとの間 に地 とうう けのけい約 を結 んて'しゆう入 のガ く

保を はか るものもあ らわれてきた.地 とううけ は,り よう主 ガ地 とうtzし ようえんのガん理を一 にん し,年 ぐの

しゆうのうをうけおわせ るも のて あるガ,ば く府もす すんて この制度 の保 ごを はか ったこ ともあ って,し ようえ

んのガ ん理 けんは地 とうの手tzう っ つてい った.

〈上 位500字 → 漢 字 〉

しかしかまくら中期以後,ば く府の権力ガしだいに強くなると,地 頭のなかにはばく府の権力をはいけいにし

よう園領主への年く'ののう入をおこた ったり,お う領したりするものガ多くなって,本 所や領家 との間にふん争

やそしようガたえなかった.し かも本所や領家の多くは京都やな らにいるのて',し よう園 に住む地頭の不法行い

をおさえきれず,地 頭 とのﾎeﾎ地 頭うけのけい絢を結んて収入の確保をはかるものもあらわれてきた.地 頭うけ

は,領 主ガ地頭にしよう園のガん理を一任 し,年 ぐの収のうをうけ負わぜるものてあるガ,ば く府もすすんて'こ

の制度の保こ'をはかったこともあ って,し よう園のガん理権は地頭の手にうっっていった.

〈上 位1000字 → 漢 字 〉

しかしガま倉中期以後,幕 府の権力ガしだいに強くなると,地 頭のなガには幕府の権力を背景 にしよう園領主

への年ぐの納入をおこたった り,押 領 したりするものガ多くな つて,本 所や領家との間にふん争や訴 しようガ絶

え*艫K った.し かも本所や領家の多くは京都や奈良にいるのて',し よう園に住む地頭の不法行いをおさえきれず

,地 頭 との間に地頭請のけい約を結んて収入の確保をはガるものもあらわれてきた.地 頭請は,領 主ガ地頭にし

よう園の管理を一任 し,年 く'の収納を請け負わせるものてあるガ,幕 府もすすんてこの制度の保護をはガったこ

ともあって,し よう園の管理権は地頭の手に移 っていった.

〈原 文 〉

しかし鎌倉中期以後,幕 府の権力ガ しだいに強くなると,地 頭のなかには幕府の権力を背景に荘園領主への年

貢の納入をおこたったり,押 領した りするものガ多 くなって,本 所や領家との間に紛争や訴訟ガ絶えなガ った.

しガも本所や領家の多 くは京都や奈良にいるのて,荘 園に住む地頭の不法行為をおさえきれず,地 頭との間に地

頭請の契約を結んで収入の確保をはかるものもあらわれてきた.地 頭請は,領 主ガ地頭 に荘園の管理を一任し,

年貢の収納を請け負わせるものてあるガ,幕 府もすすんて この制度の保護をはガったこともあって,荘 園の管理

権は地頭の手に移っていった.
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〔例3〕 語種 に よ る書 き分 け

〈か な の み 〉

ひとかいガたちまわるなら,そ のびとかいのせんぎを したらよささうなものてある.た びぴとにあしをとめさ

せまいとして,い きくれたものをうとうにまよはせるやうなおきてを,く にのガみはなぜさだめたものガ.ふ っ

っガなせわのやきようてある.し ガしむガしのびとのめにはおきててある.こ どもらのはははたださういふおき

てのあるとちにきあわせたうんめいをなげくだけて,お ぎてのぜんあくはおもはない.

はしのたもとに,か わらへせんたくにおりるもののかよふみ右ガある.そ こガらひとむれはかわ らにおりた.

なるほどたいそうなざいもくガいしガきにたてガけてある.び とむれはいしガきにそうてざいもくのしたへもぐ

つてはいった.お とこのこはおもしろガつて,さ きにたっていさんて'はいった.

おくふかくもぐってはいると,ほ らあなのやうになつたところガある.し たにはおおきいざいもくガよこにな

つてゐるのて',と こをはつたやうである.

〈漢語 の み→ 漢 字〉

ひ とガ いガた ぢまわるな ら,そ のひとかいの詮議を した らよささうなも のて ある.た びぴと にあ しを とめさ せ

まい として,い きくれた:ものを路頭 にまよはせるや うな おきてを,く にのガみ はなぜさ だめたものガ.ふ っっガ

な 世話のやき ようて ある.し ガ しむか しのひ とのめ にはおきてて ある.こ ども らのはははたださういふおきて の

ある土地 にき あわせた運命をな げくだ けて,お きて の善悪 はおもはない.

は しのたも とに,ガ わ らへ洗濯 にお りるもののか よふみ ちガある.そ こガ らひとむれ はかわ らにお りた.な る

ほ ど大層な材木 ガい しガき にたてか けてある.zrと むれ はい しガき にそうて材木 の したへ もぐってはい った.お

とこの こはおも しろガつて,さ ぎにた つていさんては いつた.

〈和 語 の み→ 漢 字 〉

人買ガ立ち廻るなら,其 人買のせんぎをしたら好ささうなものて'ある.旅 人に足を留めさせまいとして,行 き

暮れたものをうとうに迷はせるやうな掟を,国 守はなぜ定めたものfJ`.不 束なせわのやぎようて'ある.併 し昔の

人の目には掟てある.子 供等の母は貝さう云ふ掟のあるとちに来合せたうんめいを歎くだけて,掟 のぜんあくは

思はない.

橋の袂tz,河 原へせんたくに降 りるものの通ふ道ガある.そ こから一群は河原に降りた.な るほどたいそうな

ざいもくガ石垣に立て掛けてある.一 群は石垣に沿うてざいもくの下へ潜つて這入つた.男 の子は面白ガって,

先に立って勇んて這 入った.

〈原 文 〉

人買ガ立ち廻るな ら,其 人買の詮議を したら好ささうなものてある.旅 人に足を留めさぜまいとして,行 き暮

れたものを路頭に迷はせるやうな掟を,国 守はなぜ定めたものか.不 束な世話の焼きやうてある.併 し昔の人の

目には掟てある,子 供等の母は只さう云ふ掟のある土地に来合ぜた運命を歎くだけて,掟 の善悪は思はない.

橋の袂に,河 原へ洗濯 に降 りるものの通ふ道ガある.そ こから一群は河原に降 りた.な る程大層な材木ガ石垣

に立て掛けてある.一 群は石垣 に沿うて材木の下へ潜つて這入った.男 の子は面白ガつて,先 に立つて勇んて'這

入つた。
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〔例4〕 品 詞 に よ る書 き分 け

〈か なの み〉

びとむれ は しば らくだま つて あるいた.

む こうか らガ らおけをか っいて くるおんなガ ある.し おはまガ らか える しお くみおんなて ある.

それ にじ よ右 ゆうガ こえをガ けた.厂 も しも し.こ のへ んにたびのや どを するいえはあ りませ んか.」

しおくみ おんなはあ しを とめ て,し ゆう じゆうよにんのむれをみわた した.そ してかうい った.「 まあ,お き

の どくな.あ いtzく な ところて'びガ くれますね.こ のと右にはたびのZ5と を とめてあげる ところはい っけんもあ

りませ ん.」

じよち ゆうガいった.「 それ はほんとうてすか.ど う してそんな にじんき ガわるいのてせ う.」

ふた りのこ どもは,は ず んて くるたいわのち ようしをきに して,し おくみ おんな のそばへ よったのて,Lよ 右

ゆうとさんにんて'おんなを と りまいたかたち にな つた.

言

〈用 語 の み → 漢 字 〉

び とむれ はしばらく黙 って歩いた.

む こうか らガ らおけを担いて来 るおんなガ ある.し おはまガ ら帰 る しお くみおんなて ある.

それ にじよち ゆうガこえを掛けた.「 も しも し.こ のへ んにた びのやどをするい えはあ りませ んか.」

しお くみ おんな はあ しを駐めて,し ゆう じゆうよ にんのむれを見渡 した.そ してか う云 った.「 まあ,お き の

どくな.あ いにくな ところてひガ暮れま すね.こ の とち にはたび のひとを留めて上げ るところはい っけんもあ り

まぜん.」

じよち ゆうガ云 った.「 それは ほんとうて すか.ど うして そんな に しんきガ悪い のて'せう.」

ふた りの こども は,は ずんて来 るたい わのち よう しをき にして,し お くみおんなの そばへ寄 ったのて,じ よ右

ゆう とさん にんて おんな を取 り巻 いたガ た右 にな つた.

〈体 言 の み → 漢 字 〉

一群は しば らくだま つてあるいた .

向うか ら空桶をガ ついて'くる女ガあ る.塩 浜 ガ らガえる潮汲女て'ある.

それ に女中ガ声 をガけた.厂 も しも し.こ の辺 に旅の宿をす る家 はあ りませんガ.」

潮汲女は是を とめて,主 従四人 の群を みわ た した.そ してか ういつた.厂 まあ,お 気 の毒な.あ いに くな 所て

日ガ くれま すね.こ の土地 には旅 の人 をとめ てあげる所は一軒も あ りません.」

女中ガ いつた.厂 それ は本当てすガ.ど う してそんな に人気 ガわ るいのてせう.」

二人 の子供 は,は す んて'くる対話 の調子 を気 にして,潮 汲女 の傍 へよつたのて',女 中 と三人て'女をと りまいた

形 にお つた.

〈原 文 〉

一群 は暫 く黙って歩 いた .

向 うガ ら空 桶を担いて来 る女ガ ある。塩浜か ら帰 る潮汲女て ある.

それに女中 ガ声 を掛けた 。 厂申 し申 し.此 辺 に旅の宿をす る家 はあ りまぜんか.」

潮汲女 は足 を駐 めて,主 従四人 の群 を見渡 した.そ してガ う云 つた.「 まあ,お 気の毒な.生 憎な所て 日ガ暮

れますね.此 土地 には旅の人を留 めて上 げる所 は一軒も ありません.」

女中が云 った.「 それは本当てすガ.ど う してそんな に人気ガ悪 いのて'せう.」

二人 の子供 は,は ずんて'来る対話 の調子 を気 に して,潮 汲女 の傍へ寄 つたのて,女 中 と三人て'女を取 り巻 いた

形 にな った.
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〔例5〕 品詞による書 き分け(段 階的変容)

〈か な の み)

えち こ'のかすガをへて いま つへ てるみちを,め す らしいたび びとのびとむれガある いてゐ る.は ははさ ん じゆ

っさ いをこえたばか りのおんなて,ふ た りのこどもをつれてゐ る.あ ねは じゆう し,お とう とは じゆう にて'ある

.そ れ によん じゆう ぐらいの じよち ゆうガ ひと りついて,く た びれ たは らガ らふた りを,「 もうちき におやどに

おっきな さいます」 といってはげま して あるガせ よう とす る.ふ た りのなガて,あ ねむ すめはあ しをひぎ ずるや

うにしてあるいてゐ るガ,そ れて'もきガガ つてゐ て,つ ガれた のをははやお とうとに しらせまい として,お りお

りおも ひだ したやう にだ ん りよくのあ るあるき っきを してみせ る.右 ガいみちをものま い りにても ある くの*艪�

,ふ さ は しくもみえさ うな ひ とむれて'あるガ,ガ さや らっえや らかいガい しいいてたちを してゐるのガ,だ れの

め にもめず らしく,ま た きの どくにか んぜ られるのて'ある.

〈純 名 詞 の み→ 漢字 〉

えち このガ すガをへ ていま つへて る道 を,め ず らしい旅人 の一群ガあ るいてゐ る.母 はさん じゆっさ いを こえ

たばガ りの女て,ふ た りの子供を つれてゐる.姉 は じゆう し,弟 は じゆうにて ある.そ れによん じゆうぐ らいの

女中ガ ひと りついて9く た びれた同胞 ふた りを,「 も うち きにお宿 にお著なさ います 」といってはげま して ある

かぜよ うとす る.ふ た りの中て,姉 娘 は足 をびきず るや うに してあるいてゐ るガ,そ れて も気ガかってゐて,っ

かれたのを母や 弟に しらせま いと して,お りお りおも びだ したやうtz弾 力の ある歩附 を してみぜる.ち ガい道を

物詣 にて'もある くのな ら,ふ さ はしくもみえさうな一群て'あるガ,笠 や ら杖や らガ いガい しい出立を してゐ るの

ガ,だ れ の目にもめず らしく,ま た気 の毒 にガんぜ られ るのて ある.

〈純名詞+固 有名詞+数 詞→ 漢字〉

越後 の春 日をへて今津へで る道 を,め ず らしい旅人 の一群ガあ るいてゐ る.母 は三十さいを こえた ばヵ りの女

て,二 人 の子供 をっれてゐ る.姉 は十四,弟 は十二て'ある.そ れ に四十 ぐ らいの女中 ガー人っ いて,く た びれた

同胞二人 を,「 もうちき にお宿 にお著 なさいます 」といつてはげま して あるか せようとする.二 人の中て「,姉娘

は足を びきずるやう にして あるいてゐるガ,そ れても気 ガかつてゐて,つ かれ たのを母や弟 に しらせまい と して

,お りお りおもひだ したや うに弾力 のある歩附を してみ せる.右 ガい道 を物詣 にても ある くのな ら,ふ さは しく

もみ えさうな一群て'あるガ,笠 や ら杖 や らガ いガ い しい出立 を してゐる のガ,だ れ の目にもめず らしく,ま た気

の毒 にかんぜ られ るのて ある.

〈純名詞+固 有名詞+数 詞+用 言→ 漢字〉

越後の春日を経て今津へ出る道を,珍 らしい旅人の一群ガ歩いてゐる.母 は三十さいを踰えたばかりの女て,

二人の子供を連れてゐる.姉 は十四,弟 は十二てある.そ れに四十ぐらいの女中ガー人附いて,草 臥れた同胞二

人を,「 もうちぎにお宿にお著なさいます」と云つて励まして歩ガせようとする.二 人の中て,姉 娘は足を引き

摩るやうにして歩いてゐるガ,そ れでも気ガ勝つてゐて,疲 れたのを圖や弟に知 らぜまいとして,お りおり思び

出したやうに弾力のある歩附をして見せる.近 い道を物詣 にても歩くのなら,ふ さはしくも見えさうな一群て'あ

るガ,笠 やら杖やら甲斐々々しい出立をしてゐるのガ,だ れの目にも珍らしく,ま た気の毒に感ぜ られるのてあ

る.
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〈純名詞+固 有名詞+数 詞+用 言+副 詞+接 続 詞+連 体 詞+代 名詞→ 漢字〉

越後の春日を経て今津へ出る道を,珍 らしい旅人の一群ガ歩いてゐる.母 は三十さいを踰えたばガりの女て,

二人の子供を連れてゐる.姉 は十四,弟 は十二て'ある.そ れに四十ぐらいの女中ガー人附いて,草 臥れた同胞二

人を,「 もうちきにお宿にお著なさいます」と云つて励まして歩ガせようとする.二 人の中て,姉 娘は足を引き

摩るやうizし て歩いてゐるガ,そ れて'も気が勝つてゐて,疲 れたのを母や弟 に知らぜまいとして,折 々思ひ出 し

たやうに弾力のある歩附をして見せる.近 い道を物詣にて'も歩くのな ら,ふ さはしくも見えさうな一群てあるガ

,笠 やら杖やら甲斐々々しい出立をしてゐるのガ,誰 の目にも珍 らしく,又 気の毒に感ぜ られるのてある.

〈原 文 〉

越後の春日を経て今津へ出る道を,珍 らしい旅人の一群ガ歩いてゐる.母 は三十歳を踰えたばかりの女て,二

人の子供を連れてゐる.姉 は十四,弟 は十二てある.そ れに四十位の女中が一人附いて,草 臥れた同胞二人を,

「もうちきにお宿にお著なさいます」と云って励まして歩ガせようとする.二 人の中て,姉 娘は足を引き摩るや

うにして歩いてゐるガ,そ れても気ガ勝つてゐて,疲 れたのを母や弟に知 らせまいとして,折 々思ひ出したやう

に弾力のある歩附をして見せる.近 い道を物詣にても歩 くのなら,ふ さはしくも見えさうt煦�群てあるが,笠 や

ら杖やら甲斐々々しい出立をしてゐるのガ,誰 の目にも珍らしく,又 気の毒 に感ぜられるのてある.
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い

。

オ

ゲ

ン

キ

デ

ス

カ

ワ

タ

シ

ハ

ブ

ジ

ニ

ト

ー

キ

ョ

ー

ニ

モ

ド

ツ

テ

キ

マ

シ

タ

カ

ゼ

ハ

モ

ウ

ナ

オ

リ

マ

シ

タ

ニ

ッ

ポ

ン

デ

ノ

リ

ョ

コ

ウ

ハ

ト

テ

モ

ォ

モ

シ

ロ

イ

一ア

シ

タ

ジ

ュ
・▽

ブ

ン

マ

ン

ゾ

ク

シ

マ

シ

タ

ウ

ミ

ベ

ノ

マ

チ

ノ

サ

ビ

シ

イ

フ

ン

イ

キ

ガ

ス

テ

キ

デ

シ

タ

ソ

レ

カ

ラ

ア

タ

タ

カ

イ

ゴ

ハ

ン

ニ

ミ

ソ

シ

ル

モ

キ

ニ

イ

リ

マ

シ

タ

ギ

ン

ザ

ノ

マ

チ

ノ

ア

カ

リ

モ

ス

バ

ラ

シ

カ

ッ

タ

デ

ス

ア

ナ

タ

ニ

ハ

タ

イ

ヘ

ン

オ

セ

ワ

ニ

ナ

リ

マ

シ

タ

マ

タ

ア

イ

タ

イ

デ

ス

オ

カ

ラ

ダ

ヲ

タ

イ

セ

ツ

ニ

サ

ヨ

ナ

ラ

D

-

2

上

の

外

国

人

の

手

紙

文

の

中

で

、

漢

字

に

し

よ

う

か

仮

名

に

し

よ

う

か

迷

つ
た

こ

と

ば

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

か

。

も

し

あ

れ

ば

、

は

じ

め

の

片

仮

名

の

文

章

中

の

そ

の

部

分

を

(
∪

で

囲

ん

で

く

だ

さ

い

。

D

1

3

同

じ

く

上

の

外

国

人

の

手

紙

文

の

中

で

漢

字

で

書

こ

う

と

し

て

も

、

二

通

り

以

上

の

書

き

方

が

頭

に

浮

か

ん

で
ど
ち

ら

に

し

よ

う

と

迷

つ

た

こ

と

ば

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

か

。

も

し

あ

れ

ば

、

前

間

と

同

じ

文

章

中

の

そ

の

部

分

を

ρ
」し

で

囲

ん

で

く

だ

さ

い

。



回

次

の

文

章

は

、

小

学

校

の

P

T

A

の

会

報

に

投

稿

し

よ
う

と

す

る

文

章

の

一
部

で

す

。

文

字

の

使

い

方

、

書

き

方

で

誤

り

や

書

き

か

え

た

ほ

う

が

よ

さ

そ

う

な

と

こ

ろ

が

あ

り

ま

す

。

あ

な

た

が

投

稿

者

か

ら

相

談

を

受

け

た

と

し

た

ら

ど

の

よ

う

に

手

を

入

れ

ま

す

か

。

例

に

な

ら

つ

て

訂

正

し

、

そ

の

理

由

を

あ

と

の

理

由

欄

か

ら

選

ん

で

記

号

を

記

入

し

て

く

だ

さ

い

(
理

由

は

、

原

則

と

し

て

一
つ

を

選

ぶ

も

の

と

し

ま

す

。

た

だ

し

、

該

当

す

る

も

の

が

二

つ

以

上

あ

る

場

合

は

、

そ

れ

で

も

か

ま

い

ま

せ

ん

。
)

E

D

①

　

き

よ
う

天

気

気

例
伶

甲

は

ぐ

ず

つ

い

た

醤

に

な

り

そ

う

な
L仮
冂配

で

す

　

先

日

、

あ

る

学

習

塾

を

訪

門

し

ま

し

た

。

応

待

に

表

れ

た

人

の

話

に

よ

る

と

、

五

歳

の

幼

稚

園

児

で

、

土

旺

日

の

午

后

は

も

ち

ろ

ん

、

日

旺

日

迄

も

塾

に

通

っ

て

来

る

子

が

い

る

そ

う

で

す

。

私

が

そ

れ

位

の

年

令

だ

つ
た

頃

に

比

べ

る

と

、

雲

で

い

の

差

が

あ

る

よ

う

に

感

じ

ら

れ

ま

す

。

矛

一
、

親

が

勉

強

し

ろ

な

ど

と

云

う

こ

と

は

、

先

ず

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

た

ま

に

言

わ

れ

て

も

、

私

な

ど

は

親

の

眼

を

盗

み

、

窓

か

ら

跳

び

下

り

た

り

、

へ

い

を

乗

り

超

え

た

り

し

て

、

あ

そ

び

に

行

つ
た

も

の

で

し

た

。

〈

理

由

欄

V

(
誤

り

だ

か

ら

訂

正

す

る

場

合

)

①

別

の

漢

字

を

ま

ち

が

つ
て

使

つ
て

い

る

か

ら

②

漢

字

の
字

体

(
字

形

)

が

ま

ち

が

っ
て

い

る

か

ら

③

漢

字

で

書

い

て

は

い

け

な

い

こ

と

ば

だ

か

ら

④

仮

名

で

書

い

て

は

い
け

な

い

こ
と

ば

だ

か

ら

⑤

送

り

仮

名

(
ま

た

は

仮

名
つ

か

い
)

の

規

則

に

反

し

て

い

る

か

ら

⑤

も

と

の

漢

字

が

当

用
漢

字

で

な

い

か

ら

⑦

そ

の

他

(
誤

り

と

は

い

え

な

い

が

訂

正

し

た

ほ

う

が

よ

い

と

思

う

場

合

)

A

こ

の

漢

字

の

ほ

う

が

そ

の

こ

と

ば

に

ふ

さ

わ

し

い

か

ら

B

こ

の

字

体

(
字

形

)

の

ほ

う

が

よ
り

適

当

だ

か

ら

C

こ

う

書

く

ほ

う

が

読

み

や

す

い

か

ら

D

こ
う

書

く

ほ

う

が

普

通

だ

か

ら

E

自

分

は

こ

う

書

く

こ

と

に

し

て

い

る

か

ら

F

当

用

漢

字

で

書

げ

る

か

ら

G
も

と

の

漢

字

が

当

用

漢

字

で

な

い

か

ら

H

そ

の

他

ご

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。


